
開
会
に
あ
た
り
自
治
連
合
会

の
細
羽
正
敏
会
長
が
「
本
日
は

よ
う
こ
そ
。
婦
人
会
の
解
散
に

伴
い
、
今
年
よ
り
各
地
区
単
位

で
の
敬
老
会
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
現
代
社
会
の
礎
は
、
皆
様

方
の
ご
尽
力
の
賜
物
。
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

十
八
の
一
組
・
和
田
克
巳
さ
ん

へ
米
寿
記
念
の
写
真
を
贈
呈
し

た
。続

い
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て

大
切
な
健
康
管
理
や
介
護
保
険

に
関
す
る
基
本
知
識
を
大
坪
正

広
民
生
児
童
委
員
が
資
料
を
配

布
し
、
説
明
し
た
。

演
芸
の
部
に
移
り
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
神
楽

の
稽
古
を
積
み
重
ね
て

き
た
西
山
光
さ
ん
（
倉

掛
十
三
の
一
組
）
が
、

迫
力
あ
る
備
中
神
楽
・

大
国
主
命
の
舞
を
披
露

す
る
と
、
館
内
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

続
い
て
ア
マ
チ
ュ
ア

音
楽
家
の
倉
橋
一
郎
さ

ん
（
倉
掛
７
組
）
と
藤

代
直
人
さ
ん
（
猪
原
地

区
）
が
「
り
ん
ご
の
唄
」
を
は

じ
め
、
ド
ラ
マ
水
戸
黄
門
の
主

題
歌
「
あ
ゝ
人
生
に
涙
あ
り
」

や
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
八
曲
を

歌
い
、
会
場
を
懐
か
し
い
雰
囲

気
へ
と
盛
り
上
げ
た
。

終
盤
、
ゆ
う
あ
い
部
の
中
島

知
子
さ
ん
が
交
通
安
全
活
動
に

関
し
て
Ｐ
Ｒ
。
自
治
連
合
会
は

片
岡
宏
文
副
会
長
が
閉
会
挨
拶

を
述
べ
、
集
合
写
真
撮
影
後
に

散
会
し
た
。

九
組
の
妹
尾
磯
吉
さ
ん
は
、

「
倉
掛
独
自
で
の
敬
老
会
は
初

め
て
で
し
た
が
、
大
勢
が
出
席

し
た
こ
と
で
住
民
交
流
の
促
進

が
図
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
九
月

二
十
一
日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
。

倉
掛
の
初
戦
の
相
手
は
七
月

の
リ
ー
グ
戦
で
敗
れ
た
岩
野
。

１
回
表
に
田
中
利
治
選
手
の
３

塁
打
な
ど
で
１
点
を
先
行
し
た

が
、
そ
の
裏
か
ら
岩
野
の
猛
攻

撃
に
遭
い
23
対
１
で
敗
れ
た
。

今
季
の
倉
掛
は
リ
ー
グ
戦
と

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
含
め
、
不

戦
勝
に
よ
る
二
勝
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
十
一
月
の
井
原
公
民

館
杯
に
全
力
を
注
ぐ
。
（
写
真

＝
西
村
敏
明
選
手
・
12
の
２

組
）

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
十
月
六
日
、
秋
の

バ
ス
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
参
加
者
を
募
集
中
。

希
望
者
は
担
当
者
へ
会
費
一

人
三
千
円
を
添
え
て
申
し
込

む
。
締
切
は
九
月
二
十
八
日
。
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倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会 長 ／ 細 羽 正 敏

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井 原 分団 第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

神
楽
と
音
楽
で
も
て
な
す

秋
の
バ
ス
旅
行
を
計
画

サ
ロ
ン
あ
す
は

参
加
者
募
集
中

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
黒
星

第
一
回
倉
掛
地
区
敬
老
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
民
生
児
童
委
員
の
立
場

か
ら
、
介
護
予
防
や
介
護
保
険
等
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

現
在
、
各
組
自
治
会
長
に
見
守
り

活
動
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
近
所
の
高
齢
者
で
様
子
が
お
か
し

い
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
民
生
児
童
委
員
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
び
敬
老
会
の
ご
案
内
に
伺

っ
た
と
き
「
遠
慮
し
た
い
」
と
の
声

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
と
認
知
症
に

な
り
や
す
く
、
積
極
的
に
家
か
ら
出

る
こ
と
が
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の
ト
ッ
プ

は
脳
卒
中
。
水
分
補
給
が
不
足
す
る

と
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
る
の
で
、

寝
る
前
の
水
一
杯
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
二
番
目
は
転
ん
で
骨
折
し
、
そ

の
ま
ま
動
け
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
三
番
目
が
認
知
症

で
、
記
憶
障
害
は
早
く
対
応
す
れ
ば

進
行
を
止
め
ら
れ
ま
す
。

体
力
低
下
や
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な

っ
た
と
感
じ
る
場
合
は
、
介
護
認
定

の
申
請
を
検
討
す
べ
き
。
認
定
申
請

の
訪
問
調
査
で
は
、
普
段
通
り
答
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
主
治
医
が
お

ら
れ
る
場
合
は
事
前
に
話
し
て
お
く

の
も
賢
明
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
変
更
は

可
能
な
の
で
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
介

護
保
険
は
適
切
な
利
用
が
重
要
で
、

い
つ
で
も
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま

す
。
（
倉
掛
地
区
敬
老
会
の
挨
拶
よ

り
抜
粋
）

《倉掛ご長寿番付》
9月23日現在 敬称略

第
一
回
倉
掛
地
区
敬
老
会
が
つ
ど
え
～
る
で
九
月
七
日
午

前
十
時
よ
り
行
わ
れ
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
や
主
催

の
自
治
連
合
会
役
員
ら
約
七
十
人
が
出
席
し
た
。

倉掛地区
敬 老 会

倉掛地区民生児童委員

大坪正広・丸山節子

大切な介護予防

 實森 静江(98)５-2組
 片岡 春枝(97)11 組
 今井二三子(96)４ 組
 若林恵美子(95)２ 組
 田中真佐枝(95)15-1組
 安原 久子(95)10 組
 田中ユキコ(93)８ 組
 川田 玉枝(93)16 組
 若林 義夫(93)10 組
 山本 君枝(92)13-1組
 瀬川 秋子(92)18-1組
 藤井八重子(91)13-3組
 下宮 清子(91)５-1組
 山岡 許恵(91)17 組
 小林八重子(91)13-1組
 大久保政子(91)８ 組
 田中ミツコ(90)15-1組
 谷本 肇(90)13-3組
 佐能ミツエ(90)５-2組
 川相 良子(90)５-2組
 井上 伴枝(90)15-2組
 関戸 良香(90)４ 組
 山岡 千歳(89)８ 組
 丸山 時夫(89)18-2組
 妹尾 澄子(89)９ 組
 倉橋 正美(89)13-2組
 佐能 千年(89)16 組
 山岡 光子(89)７ 組
 高下喜久藏(89)13-2組
 片岡 正年(88)14 組

備中神楽の大国主命を舞う西山光さんはキャリア２０年

藤代直人さん（左）と倉橋一郎さん（右）

【とき】10月6日 9:00出発

【集合】つどえ～る

井原→笠岡ＩＣ→吉備ＳＡ→

赤穂ＩＣ→赤穂城址・大石神

社・義士宝物館・大石庭園→

ともえ屋（食事）→黒井山グリ

ーンパーク→早島ＩＣ→井原

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル



Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
救
命
講
習
会
が
つ
ど

え
～
る
で
八
月
三
十
一
日
に
開

か
れ
、
市
民
約
七
十
人
が
参
加

し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
主

催
し
た
倉
掛
自
治
連
合

会
の
細
羽
正
敏
会
長
が

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

知
っ
て
お
け
ば
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
ち

ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
井
原
消
防
署

の
山
木
さ
ん
と
塚
本
さ

ん
に
よ
る
講
習
に
入

り
、
緊
急
時
の
対
応
や

医
療
機
器
の
操
作
方
法

等
を
学
習
し
た
。

講
師
ら
は
「
倒
れ
て
い
る
人

が
い
た
ら
周
り
の
人
と
協
力
し

て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
参
し
、
１
１
９

番
へ
通
報
」
「
胸
骨
圧
迫
は
気

道
を
確
保
し
て
一
分
間
に
百
回

の
速
さ
で
行
い
、
交

代
で
押
し
続
け
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど

と
解
説
を
加
え
た
。

四
体
の
人
形
を
使

っ
た
人
工
呼
吸
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

体
験
し
た
参
加
者
は

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
見
る
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
っ
て
分
か
り

や
す
い
」
。
高
屋
町

の
女
性
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
や

は
り
受
講
し
て
よ
か

っ
た
」
な
ど
と
話
し

て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
が
井
原

町
秋
季
大
祭
の
十
月
二
十
六

日
、
恒
例
の
子
ど
も
み
こ
し
を

繰
り
出
す
に
あ
た
り
、
鬼
に
扮

し
て
同
行
す
る
小
学
１
年
生
～

３
年
生
を
募
集
し
て
い
る
。

鬼
面
一
式
を
借
り
る
に
は
育

成
会
長
へ
申
し
出
て
、
十
月
一

日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
に
家
具

の
福
屋
へ
申
し
込
む
。
費
用
は

少
年
団
育
成
会
が
負
担
す
る
。

鬼
祭
り
当
日
は
午
前
八
時
、

郷
社
足
次
山
神
社
へ
集
合
。
道

中
安
全
祈
願
祭
の
お
祓
い
を
受

け
た
後
、
午
前
九
時
か
ら
町
内

を
回
り
正
午
ご
ろ
戻
る
。

そ
の
後
、
午
後
一
時
に
向
町

を
出
て
郷
社
ま
で
下
る
井
原
町

ま
ち
づ
く
り
の
会
主
催
の
鬼
ま

つ
り
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
可

能
。
申
し
込
み
及
び
問
合
せ
は

育
成
会
の
渡
辺
伸
太
郎
会
長
へ

（
６
２
|
３
２
４
２
）
。
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9/28  三世代グラウンドゴルフ

集合8：30～ 郷社

10/ 5  井原分団第３部試運転日

10/ 5  井原市民体育祭

10/ 6  サロンあすは秋のバス旅行

10/12  倉掛少年団清掃奉仕活動

10/18  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

10/25  いばら農業祭（ＪＡ岡山西）

10/26  井原町秋季大祭

11/ 2  井原公民館杯球技大会

11/ 2  岡山県高校駅伝競走大会

11/ 9～10 倉掛少年団夜警活動

11/16  倉掛少年団資源回収

12/ 6  倉掛少年団クリスマス会

12/13  資源の日

古紙古着・廃食油回収

7：30～9：00

◎ 倉掛パソコンクラブは毎週土日開催

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

少年団キャンプの陶芸体験で制作した団員
１８人の備前焼作品が焼き上がり、９月２日
からつどえ～るへ展示中。コーヒーカップや

湯呑、小物入れなど、形にも趣向を凝らした
大人顔負けの仕上がりとなっている。

■倉掛少年団、備前焼作品を展示

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
九
月
十
三
～
十

五
日
、
三
年
前
の
久
住
山
に
続
い
て
二

度
目
の
九
州
遠
征
を
行
い
、
霧
島
連
山

最
高
峰
・
韓
国
岳
（
か
ら
く
に
だ
け
）

１
７
０
０
ｍ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
十
六

人
全
員
が
登
頂
し
た
。

一
行
は
十
三
日
午
後
十

時
前
に
つ
ど
え
～
る
を
バ

ス
で
出
発
し
車
中
泊
。
え

び
の
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
は
翌
朝

午
前
六
時
二
十
分
到
着
し

た
。
身
支
度
を
整
え
同
六

時
五
十
分
に
駐
車
場
か
ら

登
山
口
へ
。
日
の
丸
旅
行

ピ
ー
チ
ツ
ア
ー
の
四
人

（
真
備
町
）
と
一
緒
に
集
合
写
真
を
撮

り
、
山
道
へ
入
っ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
景
観
は
上
々
。
健
脚

の
先
頭
グ
ル
ー
プ
は
午
前
八
時
半
頃
、

最
後
尾
も
同
八
時
五
十
分
に
は
登
頂

し
、
喜
び
に
浸
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
も
し
て
い
ら
れ
な
い
の
で

記
念
写
真
撮
影
後
、
同
九
時
に
下
山
を

開
始
。
快
適
と
思
わ
れ
る
下
り
が
意
外

と
足
に
こ
た
え
、
１
０
０
０
ｍ
級
の
山

を
甘
く
見
て
い
た
人
た
ち
の
中
に
は
、

筋
肉
痛
を
訴
え
る
人
も
い
た
が
、
午
前

十
時
十
七
分
、
全
員
が
無

事
下
山
し
た
。

天
然
泥
湯
で
知
ら
れ
る

「
さ
く
ら
さ
く
ら
温
泉
」

へ
移
動
し
て
汗
を
流
し
、

昼
食
後
、
官
幣
大
社
の
霧

島
神
宮
へ
参
拝
。

こ
の
た
び
の
も
う
一
つ

の
観
光
の
目
玉
は
、
大
東

亜
戦
争
末
期
、
多
く
の
特

攻
隊
が
飛
び
立
っ
た
鹿
児
島
県
薩
摩
半

島
の
知
覧
。
時
間
の
関
係
で
「
知
覧
特

攻
平
和
祈
念
館
」
の
み
の
見
学
と
な
っ

た
が
「
一
度
は
訪
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
」
と
、
参
加

者
は
口
々
に
話
し
て
い
た
。

倉
掛
少
年
団

「
鬼
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
」

ＡＥＤの使い方を説明する消防署員＝8月31日

霧
島
連
山
を
一
望
で
き
る
韓
国
岳
山
頂
に
て
＝
九
月
十
四
日

登

知＆山

覧

倉掛自治連主催

効
果
的
な
胸
骨
圧
迫
法
を
井
原
分
団
第
３

部
の
竹
内
部
長
か
ら
教
わ
る
18
の
２
組
・

森
梅
子
さ
ん
＝
つ
ど
え
～
る

▲


